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＜Minixの特徴＞
※ １台のPCでMinixを２つ起動することができます。

１つの予約カードを処理中にお客様から電話がかかってきてその人の記録を開かなきゃ、というときに
もう一つのMinixを起動することにより別の予約カードを開くことができます。

それぞれが完全に独立したアプリケーションなので必要なときだけ起動することができます。

※ 自動バージョンアップ機能
機能の追加や修正が発生した場合でも再インストールの必要はありません。
Minixを起動するたびに新しいバージョンのファイルがアップされていないかをチェックして、
もし最新のものがあれば自動的に入れ替えてから起動します。

※ 自動バックアップ機能
データセンター利用の場合は勿論、自社内サーバ設置の場合でも１日１回深夜に自動的にデータのバックアップを行います。
（自社内サーバ設置の場合、外付けハードディスクなどのバックアップ装置をご用意ください。）

※ 各種検索機能
通常の予約カードの検索は「出発日」「帰着日」「予約日」「顧客名」「担当者名」など基本的なものに加えて
緊急時には「その国に今どのお客様がいるのか」を検索することもできます。

当日が発券期限の記録を表示してすでに発券済みかどうかのステータスを一覧表示します。
これにより発券漏れを防ぐことができます。

自分の当日の処理が必要な記録を呼び出すことができます。
処理が済んだものは「処理済」にすることで、次回からは表示されません。

MinixにはCRSのようにキューで管理する機能が備わっています。

キューの番号は各社で独自に設定ができますし、予約カードにいくつでもつけることができます。

キューの番号を一覧表示させたらそこから選択した番号の記録を一発で呼び出せます。

※ 予約番号枝番機能
予約番号には枝番号があり、通常は「０」番で、トラベルウィズや社内のディバイドをすることにより
１番、２番。。。といくつでも作成することができます。
これによりお客様には予約番号を１つだけお渡しするだけで関連する予約記録をすべて一度に呼び出すことができます。
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※ CRSとの連動
AMADEUS、AXESS、APOLLO(Gallileo Desktop)、INFINI(LINX) 

と連動し、PNRからフライト情報やネームを取り込んだり、
予約カードに作成された情報からCRSに自動的にPNRを作成したりという双方向の連動が可能です。
PNRがあればTAXの自動取り込みもできます。

※ 経理関連
請求書は「企業宛」「個人宛」またはその両方ともに自由に作成することができます。
個人宛の場合は「代表者一括」「グループ単位」「個人単位」も自由に設定できます。
発送先住所も「自宅」「会社」「緊急連絡先」などを選択できます。
企業宛の場合は「本社一括」「支店単位」で作成することができます。
また、旅行本体は企業宛、オプションは個人宛といった請求も可能です。
入金はそれぞれの入金が管理できるので、企業単位・個人単位の未収金管理ができます。

一覧表示されたものは印刷することも、CSVファイルに書き出すことも可能です。

入金処理は予約カード１件ずつはもちろんのこと、企業から複数件まとめて入金があった場合は
「一括入金処理」が可能です。

仕入に関しては社内レートを登録することにより仕入を外貨額で登録することができ

予定額での営業損益と実際に支払ったときの 為替損益を入れた実損益の両方を 見ることができます。

仕入先への支払いは支払単位で複数予約カードの一括支払処理が可能です。

経理の帳票は一通り揃っているので、１日の終わりには入出金が合っているかをご確認いただけます。

Minixでは「確定処理」をすると経理伝票を作成します。
オプションで各種経理ソフト（勘定奉行など）への データの書き出しが可能です。
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※ その他
基本的なマスタはすべて登録されていますが、各社にて編集が可能です。
（国、都市、空港、キャリア、郵便番号、販売項目、仕入項目）

∟消費税区分は各社にて設定可能です。
祝祭日マスタは日本国の祝祭日だけではなく会社の創立記念日や年末年始の休業日も登録することができ、
入金や支払、発券などの重要な期限日がこの日に当たった場合はその前日に自動的に変換する機能もあります。

法人に対しては営業メール、一般顧客に対してはお誕生日メール、またラベル印刷やドットプリンタがあれば
封筒の直接印字や宅配便の伝票なども 印刷することができます。

Minixからメールを直接送信することができ、メールの内容は予約カードに残ります。

Faxソフトやネットワーク上に複合機があれば、印刷せずに直接FAX送信も可能です。
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＜予約カード＞詳細画面
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予約番号には枝番があり、トラベルウィズや

分割した場合でもお客様は１つの予約番号で

管理することができます。
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ｴｱｰｾｸﾞﾒﾝﾄは手入力はもちろん、CRSのPNRから取り込むことが可能です。

また、手入力したものから自動的にCRSにPNRを作成することもできます。
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ﾎﾃﾙの手配、ｵﾌﾟｼｮﾝ関連の手配、

ツアーの場合は現地手配会社の登録など

管理をすることができます。
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日程表はよく使うものは登録しておけば

いつでも呼び出して上書き修正が可能です。

短時間で簡単に作成することができます。

ﾌﾗｲﾄｾｸﾞﾒﾝﾄやﾎﾃﾙはそれぞれのﾃﾞｰﾀを元に

自動的に日程内に埋め込みます。
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請求書は法人宛、個人宛、代表者一括、個別や

その組み合わせなど、どの方法でも出力できます。

また、それぞれの未収金も管理できます。
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AMADEUS/APOLLO/AXESS/INFINI/WORLD SPANと連動

インター線、ON-TOを別々のCRSで取ったとしても、

お客様には１つの記録として予約確認書を発行できます。

CRSにPNRが作成されていたら

自動計算でTAXを取り込むことができます。



＜顧客データ＞詳細画面

<Page-11>

各種内容は進行状況が一目で確認できます。

自宅、勤務先、緊急時など

複数の連絡先が登録できます。



『Minixリテール版』環境について

・DBサーバはMicrosoftSQL Serverを使用
・アプリケーションソフトは4th Dimensionを使用。
　フロント（クライアント）とDBサーバはSQL Server Native Clientドライバを使用しODBCで接続。
・DBサーバの設置場所は、御社内・弊社契約IDC（データセンター）・又は御社契約のIDCへの設置の何れか。
・AmazonWebService(AWS）やMicrosoft Azureのようなクラウド型SQLサーバについては、現在一社運用中。

※弊社推奨環境
●DBサーバー
・OS ： Windows 2016 Server　以降
・DBソフト：SQL 2016　Standard 以降
（設置場所に関わらず、別途SQLのコアライセンス費用が発生します）
・推奨メモリ： 16GB以上
●ネットワーク
・弊社IDCへDBサーバを設置する際は、各店舗、別途固定のGlobalIPが一つ必要
（月額費用が発生します）
　（保守・運用サポート費用の他に弊社データセンター利用料が毎月かかります）
　（プロバイダとの別途契約が必要の場合があります）
・社内のネットワークは１G（1000M）を推奨します
●クライアント端末
・OS ： Windows 10/11

・推奨メモリ： 8GB以上
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基幹システム「Minixリテール版」本体価格
・4,500,000円（税抜）
＜内訳＞
・「Minixリテール版」本体価格は、基幹のみの価格となります。WEBとの連動等のカスタマイズ費用は
　含まれておりません。打合わせ等に掛かる費用は本体価格に含まれております。
・本体価格には、ハード、ネットワーク、Serverライセンス等のインフラ費用は含まれておりません。
・WEB運用の為のハード購入費用・GDSやクレジット会社等との契約費等は費用に含まれておりません。
　御社にて別途ご用意となります。
・基本機能とは別に追加要望が必要とされる内容については、別途カスタマイズ費用が発生します。
　その他カスタマイズは、別途お見積り申し上げます。
・本社へのインストールは無償です。その他支店は有償となります。（実費）
・弊社が操作説明を各店舗で行う場合は有償となります。（実費）
・保守・運用サポート料金月額　　　　　 37,500円～（税抜）
　(本体価格の10％を年額の保守・運用サポート料としています）

※支払条件：
本体価格の半額を着手金として発注月末にお支払いをお願いしております。
検収（稼働判断）月翌月末に残金のお支払いをお願いしております。
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